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ブロードバンドサービス契約者の
時間帯別通信データ変化

通信データ量は
0.3倍

ネットワークの自律制御により効率的に消費電力を抑制
– データ量の変動を考慮し，ネットワークを最適化(自己組織化）

自律的に制御

 ネットワーク機器の消費電力量の増加

 データ量の変化に関わらず，常に全てのネットワーク機器を稼働

データ量の少ない時間帯は

本研究開発活動は総務省PREDICTプログラムの一環として行われています

データ量が多いとき

データ量が少ないとき

全ネットワーク機器を稼動

一部の機器の電源を切って稼動

参考：グリーンＩＴ推進協議会2008年度報告書
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研究背景

省エネを実現
消費エネルギー60％削減を目指す

1  データ(トラヒック)の集約
2  自動的にネットワーク機器の電源をoff

原子力発電所
2基分

原子力発電所
20基分

現在

自己組織化省エネルギーネットワーク MiDORiの概要

40年後

研究背景と概要

従来技術による
現状予測
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MiDORiネットワーク エネルギー最適化の流れ

MiDORiネットワーク要素技術

•経路計算エンジン PCE (Path Computation Element)

パスの最適経路を高速並列計算機により決定
トポロジデータ，トラヒックマトリクスを基に電力最小化の経路を計算(MiDORi PCE)

• GMPLS (Generalized Multi-Protocol Label Switching)

ネットワークの自律分散制御を可能にするプロトコル
①ネットワークトポロジや帯域情報の広告
②シグナリングによるパスの確立
③スイッチのポートon/off制御 （MiDORi GMPLS）

•電源 on/off 可能スイッチ
ポートごとにトラヒックを監視し，電源のon/offを実行

※PCE: Path Computation Element    ※GMPLS: Generalized Multi-Protocol Label Switching

Control Plane

Data Plane

③パスの設定/解除
パスの再構成

①トラヒック量の通知

AlaxalA SW

管理システム

②ネットワークトポロジ
トラヒックデータ

PCE ,GMPLSによる自律制御により最適なネットワーク構成を実現

MiDORi SW

Control Plane

Data Plane③

②
①

MiDORi経路計算エンジン(PCE)

電源 on/off 可能スイッチ

offon

PCE

• トポロジデータ
• トラヒックマトリクス

A

B D

C E

パスの最適経路

A

B D

C E

送信元 宛先 トラヒック量

A E 0.5

A C 0.6

E D 0.2

要素技術

④ポート電源の on/off 制御

同一機器内に
存在

MiDORi GMPLS
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管理システム
/MiDORi PCE

PCEにおいて，
トポロジを計算

1

ネットワークを
自動的に再構築

コントロール
プレーン

データ
プレーン

デモンストレーションの手順

MiDORi GMPLS

パスの再設定
3

AlaxalA SW MiDORi SW

: Traffic Generater
(Smart Bit)

電源の
On/Offを
切り替え

4

デモンストレーション

トラヒック量の監視，
管理システムへ
情報を送信

2

管理システム
/MiDORi PCE

MiDORi
PCE

MiDORi
SW

AlaxalA
SW

OFF

Traffic 
Generater

AC 
meter

ON

MiDORi
GMPLS

本デモンストレーションにおいて，
18本中最大10本のリンクの切断が可能

最大55％の消費エネルギー削減可能

パスの張り替えの様子


